
今すぐ取り組むべき、
属人化解消と品質向上を実現する「ナレッジ×AI」
-製造業・8つの業務シーン別AI活用事例ご紹介-

※バナー画像を作成次第追加

講演時間：40分想定

©Accela Technology Corp.
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©Accela Technology Corp.

■ 設立：2001年7月

富士通(株)のベンチャー起業制度により検索技術を強みとした
ソフトウェアプロダクト開発企業として創業

■ ミッション：「お客様の事業をアクセラレート（加速）

企業の業務をナレッジ×AI®の取組みでより良くする

ご支援をITシステムとサービスの両面から提供

■ 代表：代表取締役社長 進藤達也 博士（情報科学）

■ 商品・サービス：
SolutionDesk ナレッジマネジメントに基づく業務DXソリューション
K-Board ナレッジボード（ナレッジ創出IT）

BizAntenna 多言語ナレッジベース（自動翻訳連携）
TanQlo エンタープライズサーチ（オンプレミス製品）

BizSearch ASPサイト検索 ホームページのサイト内検索

アクセラテクノロジ株式会社 ご紹介
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©Accela Technology Corp.

■ 製造業におけるナレッジ活用の課題
■ 業務シーン別 ナレッジ×AI活用事例

・設計
・営業・購買
・生産技術・製造
・保守サービス

■ ナレッジネットによる構造化ナレッジ
■ SolutionDeskのご紹介
■ 導入支援・ワークショップまとめ・質疑応答

本日のアジェンダ



ナレッジを活用したいが、どう進めれば良いか？

点検報告入力支援ナレッジ×AIが
製造現場を変える

デザインレビュー支援

過去トラブル活用

仕様書

©Accela Technology Corp.



©Accela Technology Corp.

ナレッジマネジメント

業務で生まれる「暗黙知」を組織で共有できる「形式知」に

暗黙知

形式知



©Accela Technology Corp.

ナレッジ

AI
×

ナレッジは常に最新の状態にアップデート、組織は継続的に成長



【営業・購買】

・仕様書/図面の過去事例比較
・デザインレビューAI支援

・生産立上げAI支援
・点検ガイダンス・入力支援
・技術伝承支援

・お客様ごとの技術支援
サマリー自動生成

・製品トラブル報告＆解決
・海外拠点対応支援

業務シーン別 ナレッジ×AI活用例

・見積書作成自動化
・部品などの発注見積作成

&サプライヤの選定

【設計】

【生産技術・製造】 【保守サービス】

©Accela Technology Corp.



【設計】

業務シーン別 ナレッジ×AI活用例

設計品質とレビュー効率を同時に高めるAI活用

©Accela Technology Corp.



活用例1: 仕様書/図面の過去事例比較

図面比較はまとめて実行
規格文書をもとにしたチェックも可能

過去の図面と新規設計を自動で照合し、差分や抜け漏れを可視化

©Accela Technology Corp.



活用例2: デザインレビューAI支援

設計基準・過去トラ等を参照し、新設計のリスクや改善点を指摘

©Accela Technology Corp.



【営業・購買】

業務シーン別 ナレッジ×AI活用例

見積・発注業務を支えるAI活用

©Accela Technology Corp.



活用例3: 見積書作成自動化

対象製品の見積り方法

AIへのプロンプト：見積書の作成指示と関連ナレッジへのリンク

ナレッジベース ×

部品や資材、作業に対する価格表

過去の製品開発事例

お客様企業からの見積り依頼メール
対象製品の仕様や要件

経験や担当者に依存していた見積作業を標準化し、スピード・精度・提案力を同時に強化

過去の見積事例や価格ナレッジをAIが参照し、高品質な見積書を自動生成

©Accela Technology Corp.



活用例4: 部品などの発注見積作成&サプライヤの選定

過去の発注書・仕様書

AIへのプロンプト：見積書・発注書の作成指示とサプライヤの提案

ナレッジベース ×

過去トラブル情報

取引履歴

最適なサプライヤを提案

過去の発注書・取引履歴から購買部門の見積・発注依頼を自動生成

抜け漏れのない発注と確実な調達を実現し、現場の生産性・品質を向上
©Accela Technology Corp.



【生産技術・製造】

業務シーン別 ナレッジ×AI活用例

立上げと現場業務を支えるAI活用

©Accela Technology Corp.



活用例5: 生産立上げAI支援

過去の立上げ資料やトラブル報告を解析し、MBOMや工程設計書を自動でドラフト生成

準備工数を大幅に削減し、熟練者のノウハウを形式知化
©Accela Technology Corp.



活用例6: 点検ガイダンス・入力支援

日報/点検報告書

製造ﾄﾗﾌﾞﾙ
改善履歴

ナレッジベース

AIが点検順序に沿って手順を音声でガイド、点検結果も音声で報告し自動登録

AI音声による作業ガイドと報告の自動化で、現場のミスを防ぎ業務負担を大幅に削減

©Accela Technology Corp.

点検マニュアル 点検フロー

AIが音声で点検手順・確認項目をガイド

点検者が音声で報告した結果をAIが記録、
報告書を自動生成



©Accela Technology Corp.

活用例7: 技術伝承（ベテランの知識・ノウハウを収集)

AIがベテランの暗黙知を引き出すための質問を提示し、引き出した情報を形式知化

ベテラン担当者インタビュアー

ノウハウレポート

手順書

ナレッジベース

作業マニュアル
ヒアリング用
プロンプト

会話内容に応じてAIが次の質問・深掘りポイントを提示

ヒアリング内容を整理し、ナレッジとして蓄積

AIのアシストで言語化しづらいベテランの知識・ノウハウを引き出し、
組織全体で共有可能なナレッジへ



【保守サービス】

業務シーン別 ナレッジ×AI活用例

属人化を防ぐ、継続的な技術支援AI

©Accela Technology Corp.



活用例8: お客様ごとの技術支援サマリー自動生成で属人化排除

対応履歴＋導入時の設計書や仕様書、製品資料、音声データ

メール

チケット

ファイル
サーバー

FolderRAG

FolderRAG：

ナレッジベース上の日報に加え
ファイルサーバー上の情報資産をAIで活用

ナレッジベース

日報（お客様保守サポート）日報（お客様保守サポート）日報（お客様保守サポート）日報（お客様保守サポート）日報（お客様保守サポート）

RAG

装置の構成や導入経緯、トラブル・改善履歴など、お客様ごとのサマリーを自動生成

新任担当者でも過去の経緯や対応状況を即座に把握し、適切な対応が可能に
©Accela Technology Corp.



活用例9: 製品トラブル報告＆解決

製品ﾄﾗﾌﾞﾙ報告書 過去トラ事例

本問題は、最新バージョンv2,1.2のファームウェア適
用後に発生している事象です。
直近の対処としては、製品裏面のリセットボタンを押
すことで一時的に問題を回避できます。

ナレッジベース

報告時点で既に同様の問題が発生
している場合は、該当するトラブル
とその解決策を表示

技術部門に
アラート送信

トラブル対応のスピードと精度向上、全社的な知見共有と再発防止を支える“即応型ナレッジ循環”を実現

音声・写真の情報から報告書を自動生成、過去トラブルと照らし合わせ、解決策を表示

ナレッジネ
ット

©Accela Technology Corp.



活用例10:海外拠点との問い合わせ対応

©Accela Technology Corp.

日本 本社ベトナム拠点

海外拠点からの問い合わせをリアルタイム翻訳、問い合わせ内容とあわせて回答案を提示

AIのリアルタイム翻訳と回答支援で、海外工場のトラブルを迅速に解決

現地語で日本本社に問い合わせ
問い合わせ内容をリアルタイムに翻訳し、

回答案とともに提示



ナレッジネット

ナレッジネットとは：

人が見て直感で解りやすく、
AIに適切に意図を伝える構造持ったナレッジ

故障解析や、自動車の複雑な構造表現
といった、製造業における製品構造や
故障解析手段の表現力を向上

©Accela Technology Corp.



ナレッジネットで故障解析

©Accela Technology Corp. 本サービスには、当社が取得した特許（第5993848号、第7761291号）の技術を使用しています。



ナレッジネットで自動車の構造表現

©Accela Technology Corp. 本サービスには、当社が取得した特許（第5993848号、第7761291号）の技術を使用しています。

ｖ

ｖ
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AI搭載ナレッジベース 伴走支援サービス

ツール提供と伴走型サービスの両輪でご支援

AI

©Accela Technology Corp.



ナレッジマネジメントに基づくAI活用ソリューション

生成AIを搭載した
ナレッジマネジメント基盤

部門ごとに独自の
ナレッジベースを構築

業務に組み込める
実務直結AIアプリ

チケット管理による
業務依頼・進捗管理

共通ナレッジベースを参照し
AIが業務支援・自動化

CRMやSFA、設備管理など
既存システムと柔軟に連携

企業内に散在するナレッジを、業務で“使える形”に整え、AIと一緒に育てていくための基盤

ナレッジベース

AI

©Accela Technology Corp.
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ナレッジ×AI 伴走支援サービス

ナレッジ×AIを現場に定着させ、業務変革を持続的に支援します

■継続的な伴走支援体制
・継続的な運用サポートと現場の実行力向上
・属人化防止とリスクの解消
・人材育成とノウハウの蓄積

■ナレッジ×AI業務実装モデル
・ゼロから作らない導入方式
・短期間で「貴社仕様」へ最適化
・段階的かつ柔軟な導入や拡張性

©Accela Technology Corp.



ナレッジ×AIで業務を良くするには…
アクセラテクノロジまでご相談ください
SolutionDeskはナレッジを活かしたDXを実現します

掲載されている会社名、製品名、サービス名、ロゴマークなどは、該当する企業もしくは組織の商標または登録商標です。© Accela Technology Corp.
本サービスには、当社が取得した特許（第5993848号、第7761291号）の技術を使用しています。
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